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●原著

全国の潜水漁業者の実態調査

ー一分布，年齢層および潜水法など

竹内久美＊毛利元彦＊

全国2,135カ所の沿岸の漁業協同組合（漁協）に対してアンケート調査を実施した。調査内容は

潜水従事者の有無，潜水従事者数，潜水目的，潜水法等であった。 1986年8月末までに2,125カ所

からの回答を得，次の事が明らかとなった。

1．専業又はそれに準ずる潜水漁業者数は約16,600人（男13,000人，女3,600人）である。

2．年齢層は男子は30-50代が多く，女子は40-60代が多い。

3．潜水法は地域により異なるが，素潜りが全体の約64％を占める。

4．身体の保護や保温のために多くの漁協で，ウェットスーツなどを使用しており，これらの使

用率は約93％である。

5．各漁協でほぼ共通した問題点は「資源保護」「密漁防止」「後継者育成」などである。

キーワード：海女，海士，素潜り，スクーバ潜水，ヘルメット潜水

Current status of diving fishermen in Japan -

Distribution, age and diving method-

Hisayoshi Takeuchi* and Motohiko Mohri* 

・Japan Marine Science & Technology Center 
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A questionary survey was carried out for 2,135 

Coastal Fisheries Cooperative Associations 

(CFCA) to obtain updated informations on diving 

fishermen in Japan. This survey covered their 

total number, diving purposes and methods. By 

the end of August of 1986, 2,125 answers were 

delivered and following results were revealed. 

1. There were approximately 16,600 diving 

fishermen (13,000 male and 3,600 female) in 

Japan, who were entirely or mainly engaged in 

diving fishery. 

2. Peak of age distribution were between 30s 

and 50s in male, 40s and 60s in female. 

3. Although diving method varied according to 

the difference of locality, breathhold diving oc-

cupied about 64%. 

4. To protect body and prevent heat loss during 

diving, about 93% of divers used wet suits 

routinely. 

＊海洋科学技術センター

5. Common problems CFCA concerned seriously 

were those relevant to sea resources, poachers 

and successors. 
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はじめに

島国日本では，各地の沿岸に多数の漁業協同組

合（以下漁協の略称を用いる）が存在し，そこに

は多くの潜水従事者が活躍している。彼らは主と

して魚介類の捕獲や採草等，いわゆる潜水漁業を

行う人々で，その多くは「海士」や「海女」と呼

ばれる。彼らの知名な所在地は千葉県の房総半島

一帯，三重県の伊勢志摩地区，互川県の紬倉島お

よび長崎県一帯などで，そこでは昔ながらの「素

潜り」を主とした潜水漁法が多く行われている。

彼らの分布については， 1956年に額田1)が報告し

て以来，その後も多数の調査研究が行われている

が2)～6)，これらの対象者はおおむね限定された地
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表1 アンケート調査票

アンケート用紙

資組合名称 漁業協同組合

I. 貴組合員の総数

男名

名，うち｛
女名

2. 貴組合員中の潜水従事者の総数、性別および年齢層

総数 名

20代 30代 40代

口名 名 名 名

名 名 名 名

3 潜水期間

月～ 月

4. 1日の潜水時間および潜水深度

約 時間 m ~ 最大 m 

以下5~8の項目についてはいずれかの番号に〇印を付け、その他の事項には内容を記入して下さい。

5. 潜水目的

(I) 魚貝類の採取 （2) 調査 （3) その他 ( 

6. 潜水法

(I) 素潜り （2) スクーパ（3) ヘルメット （4) マスク式，（5) その他（

7. 潜水時の服装

(I) ウェットスーツ (2) さらし (3) ドライスーツ (4) 裸 （5) その他（

8. 今後、調査等を依頼した場合、協力して頂けますか。

(1) 協力できる (2) 一部協力できる （3) 協力できない

域の潜水漁業者であり，全国規模での報告例はほ

とんど見当らない。そのため，近年の沿岸漁協に

おける潜水業務の実態については，不明な点が多

い。そこで我々は，全国の沿岸漁協を対象にアン

ケート調査を実施し，その実態を知る機会を得た

ので報告する。

方 法

(1)調査方法

本調査は昭和60年 3月から翌61年 8月にかけ

て，全国2,135カ所の沿岸漁業を対象に表 1のアン

ケート調査票に基づく調査を実施した。また，一

部の地域については，この結果に基づく現地調査

や確認調査を行った。

(2)集計法

潜水従事者の所在地（含500名以上の潜水漁業専

業者および70歳以上の海土，海女の所在地），潜水

目的，方法および服装についてはおおむね網羅で

きた。しかし，潜水従事者数の細部については，

明確に把握できた所と，漁協の組織体制上，概数

でしか把握できなかった所があった。従って，表

2に示した人数はこの両者の合計を示した。また，

図4に示した年齢層の割合は，有効回答の得られ

たもののみ統計処理を行った。

結果および考察

(1)潜水従事率

潜水業務を行っている組合は， 2,125カ所中877

カ所（約41%）で， このうち764カ所の漁協が魚介

類の捕獲や採草等，いわゆる潜水漁業を行ってい

る。その他の113カ所は定置網や養殖イケスのメン

テナンス，船底修理および調査等を目的とした潜

水漁業以外の潜水のみを行っている（表2)。なお，

上記の両方の目的を兼ねた漁協については，潜水
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表2 都道府県別にみた潜水業務の概要

都道府 漁協 回答 沿水従事組合数 沼水漁菜者数（人） 専業＂ 窮業者数”（人） 者伍直府 漁協 回答 潜水磁事粗合数 潜水漁業者数 1人） 専菓＂ 再業者数”（人）

県名 総数 致合計漁菓 他 合計男 女組合数 合計男 女県名 総数 数合計漁業他 合計男 女組合数 合計男 女

沖絹 33 33 29 28 l 932 929 3 28 932 929 3 愛知 49 49 11 11 0 308 298 10 11 308 298 10 

鹿児島 14 13 47 43 4 833 833 0 42 802 802 0 99岡 35 31 22 20 2 892 310 582 19 830 250 580 

宮崎 27 21 l5 15 0 215 209 6 15 215 209 6 福井 21 21 15 15 0 1190 631 お9 1 479 269 210 

熊本 66 66 18 14 4 350 279 71 14 350 279 71 石 JI! 42 42 12 8 A 211 51 163 5 48 43 5 

大分 35 35 23 23 0 432 397 35 23 A32 397 35 富山 29 29 10 8 2 101 88 20 5 76 56 20 

長崎 165 163 91 89 2 2603 2369 234 89 1981 1111 23l 新潟 57 57 13 13 

゜
316 245 71 4 13 11 1 

福岡 85 85 37 36 I 552 167 85 36 511 140 71 神奈川 43 42 18 15 3 255 240 15 10 175 160 15 

佐買 51 51 36 35 1 541 520 21 36 536 515 21 東京 23 23 15 15 

゜
615 5肪 30 14 435 405 30 

高知 80 80 29 23 6 329 317 12 29 327 315 12 千葉 鵠 58 32 32 0 2003 1387 616 32 2003 1387 616 

愛籟 84 84 29 24 5 288 288 

゜
24 226 226 〇 茨械 48 48 JO ID 

゜
143 143 

゜
6 94 94 

゜徳島 41 11 27 25 2 876 763 113 25 660 612 48 椙島 17 17 11 11 

゜
271 274 

゜
8 237 231 

゜l香川 57 57 13 10 3 10 70 

゜
11 69 69 0 山形 8 8 4 4 

゜
12 41 I 2 約 30 

゜山口 ll5 llS 48 48 0 1213 1097 J16 48 944 868 76 秋田 19 19 II 10 I 4 14 414 

゜
3 81 8l 

゜広島 68 68 4 '0  10 10 

゜
4 ， ， 〇 宮城 57 51 21 17 4 259 259 

゜
8 53 53 

゜岡山 45 

“ 
5 4 I 45 45 0 5 13 43 0 岩手 38 38 33 17 16 535 520 15 16 535 520 15 

島根 46 46 27 25 2 352 331 18 24 201 198 3 青森 56 56 u 8 6 99 99 

゜
4 89 89 

゜鳥取 19 19 14 14 0 233 229 4 14 181 180 4 北海道 132 132 53 22 31 329 327 2 19 236 234 2 

和歌山 55 54 25 23 2 905 111 128 23 605 530 15 
合計 2135 2125 877 761 113 2ll36 16615 1821 705 16517 12958 3559 

兵庫 75 75 4 3 I 154 154 

゜
3 154 154 

゜大阪 23 23 I 1 0 1 1 

゜
1 1 1 

゜
*l :年間4カ月以上、潜水漁菓を行っている組合

• *2：年間4カ月以上、漬水漁業を行っている組合員
京都 25 25 8 6 2 35 35 

゜
4 17 

＂ ゜三重 134 131 42 35 7 2171 580 1391 34 1591 195 1396 

漁業の部に入れた。この結果から，潜水業務に従

事する漁協の約9割が潜水漁業を行っていること

が判明した。

(2)潜水従事者の所在地は，北海道から沖縄県に

至る全国39都道府県にまたがっている（表2, 図

1)。このうち，潜水漁業はどの地域でも多数行わ

れているが，専業者もしくはこれに準ずる者（こ

こでは，年間4カ月以上潜水漁業を行う者とした）

が多く存在する地域はおおむね関東以南に集中し

ていると思われる（図2)。特に多いのは千葉県房

総半島一帯，三重県志摩半島一帯，長崎県一帯，

山口県の日本海沿岸などである。瀬JII7)は「海士」，

「海女」の所在地は兵庫，大阪を除く沿岸諸県と

しているが，本調査では兵庫県の浜坂町および由

良町中央漁協に「海士」が，大阪府の谷川漁協に

は，只一人のスクーバダイバーが居るのを確認し

た。一方，漁業以外の目的で潜水を行っている漁

協は，北海道全域，岩手県南部から宮城県北部に

かけて多い。

(3)潜水従事者数と男女の割合

潜水従事者の総数は約22,800人で，その内訳は

男18,000人，女4,800人である（図3)。このうち

潜水漁業者は兼業（漁業以外でも潜水する者）を

含め，約21,400人存在する。潜水従事者のうち女

子はすべてが潜水漁業者である。さらに年間を通

し，専業もしくはそれに準じて漁を行う者は約

16,600人おり，その内訳は男13,000人，女3,600人

である。このように，潜水漁業者の約8割が「海

士」，「ダイバー」，「潜り」などと呼ばれる男性達

である。

彼らは地域により，潜水法などを異にするが，

全国各地の沿岸漁協で数多く活躍中である。一方，

女子では，その数も少なく，所在地も比較的限定

されている。三重県の志摩半島一帯，静岡県の伊

豆下田周辺，福井県の雄島，福井市，石川県の輪

島市および千葉県房総半島の白浜，千倉周辺など

では「海女」と呼ばれる人逹が主となって潜水漁

業を行っている。このうち，伊勢志摩地区の10カ

所の漁協，雄島，輪島市漁協などでは，男の潜水

者がまったくなく，「海女」のみが潜水漁業を行っ

ている。これに対し，福井市，伊豆下田周辺，房

総白浜，千倉周辺などでは，「海女」と共に男の潜
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図1 潜水従事者の分布
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図2 500名以上の潜水漁業専業者の所在地等の概要
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全国の沿岸漁協における 男 女

潜水従事者数 約22,800人冒参／/ ／̀:[9/̀10仇}|
潜水漁業従事者数約21,400人

年間4カ月以上の

潜水憔業従事者数
約16,600人 3,600八

(22%) 

4,800人
(22%) 

図3 潜水従事者，潜水漁業者数および男女別の割合

水者も多数存在する。上記の雄島，福井市，輪島

市の三地区の「海女」の合計は約700名であるが，

潜水の就業期間や時間が，伊勢志摩，伊豆下田，

房総白浜周辺などに比べて短いことなどが判明し

た。このほか，北限の「海女」は，北海道松前郡

の小島漁協に2名存在することも確認できた。ま

た，専業もしくはそれに準ずる潜水漁業者数を都

道府県別にみると，最も多いのは千葉県で，その

数は約2,000人である（表2，図 2)。次いで長崎

県約1,980人，三重県約1,590人などである。これ

らの地区の男女の割合は，三重県と静岡県を除く

多くの地区で， 6割以上が男子である。これに対

し，上記の両地区では，おおむね7割以上が女子

である。

(4)潜水従事者の年齢層

専業もしくはこれに準ずる人達のうち，有効回

答の得られた男女15,301人の年齢層の割合につい

てみた。最も多いのは40代で，全体の30.1％を占

める。次いで30代25.4%,50代24.2％となってい

る（図4)。これを男女別にみると，男子では40代

が最も多く， 30代， 50代がこれに続く。これに対

し，女子では，男子に比べて明らかに年齢層が高

まっている。最も多いのは50代の39.7％で，次い

で40代29.8%,60代15.5％である。このように女

子では50代以上が半数以上を占めており，特に60

歳以上の高齢者の占める割合は，男子が4.5％であ

るのに対し，女子は18.6％である。一方， 10代か

ら20代では，男子15.9％に対し，女子は僅か1.3%

にすぎない。しかも，女子の場合，そのすべてが

20代で， 10代はまったく見当らない。これらの結

10代
9 V lヽ ^ ^n o. 

20代

図4 潜水漁業専業者の年齢層

果は，潜水漁業者のうち，特に女子の後継者の育

成が十分に行われていないことを示唆している。

今回の調査で特に驚嘆したことは， 70歳以上の高

齢の「海士」や「海女」が全国に159名も居ること

であった（図5)。最も多いのは三重県の44名で，

次いで静岡県17名，千葉県14名である。このほか，

5名以上存在する地域については図中に人数を明

示した。高齢者が多く存在する地域にほぽ共通し

ている点は，潜水漁業者のすべてが「海女」であ

ったり，「海女」の占める割合が多いことである。
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●男
〇女｝年4カ月以上の潜水従事者

●男
〇女｝年4カ月未満 ， 

/ 
沖縄県男13名。

女0名°

，゚。ク

福井県

00 七10名煕把 ‘,< ／ ;m!'r千華県男 1名

0名゚：
女44名

• 0 

゜男8名

女13名

0名

女17名

1名女4名

女8名

° o 
g 

図5 70歳以上の海士，海女の所在地

前にも触れたが，当地区での後継者問題がいかに

深刻であるかが改めて伺える。なお，最高齢者は

1905年（明治38年）生れ，今年83歳になる「海士」

が和歌山県三尾漁協で，今なお現役として活躍中

である。このほか，同漁協には， 1906年生れの「海

士」も 1名存在する。一方，「海女」の最高齢者は

1906年生れで，三重県和具漁協に 1名居るのを確

認した。このように多くの高齢者が今なお現役と

して活躍できるのは彼らが健康体であることはも

ちろんのこと，次の条件が備わっているからであ

る。第ーは“浅い深度で獲物の捕獲が行えること”,

第二しま“潜水法は素潜りが主で，器械潜水の場合

は，最も簡易なフーカー潜水を行っている”など

である。これらのことは，高齢になるに従い，肺

活量が低下し，“息こらえ”の時間が短くなり，し

かも体力の消耗が激しいことなどからみても，当

然のことといえよう。

(5)潜水法

潜水漁業における潜水法は昔ながらの「素潜り」

が最も多く，現在も全国各地の沿岸で盛んに行わ

れている（図 6)。潜水器機が広く普及しているに

も拘らず，現在も「素潜り」が存続されている大

きな理由は，特殊な器機を必要としない簡易な潜

水法であること以上に，資源保護の面から，この

潜水法以外許可されないのが現状のようである。

これに対し，器機による潜水漁業は，行われてい

る地域が比較的限度されており，かつ，対象とす

る獲物の種類によって，その潜水法も異なってい

る。スクーバは東京都伊豆七島の利島，新島と沖

縄県一帯で，『追込み漁』の時に多く用いられてい

る。また，愛媛県南宇和郡の福浦，高知県宿毛市

の弘瀬，鹿児島県出水郡の東町や肝肘郡の佐多岬
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潜水法

潜水漁業 潜水漁業以外

フーカーおよびマスク式 フーカーおよびマスク式

9 6％ヘル；s嘉／曹＇`：り 71% 

スク て`一--'.. 
潜り

17 

図6 漁業とその他の業務における潜水法の相

違

などの漁協では「トサカノリ」の採取に， この方

法で，水深20~30mの潜水を行っている。このほ

か例外的であるが，アワビやサザェを採るのにス

クーバを使用している漁協もある。愛知県知多郡

の師崎，大分県南海部郡の蒲江，下入津，上入津，

鹿児島県阿久根市の黒ノ浜などの漁協である。し

かし， これらの地区の多くは，他の貝類やウニな

どの水揚げ量も多く，必ずしも採飽のみを行って

いる訳ではない。このようなスクーバ潜水による

採飽を許可されている理由は，各漁協により異な

るが，

①管理している漁場が広く，現時点では比較的

獲物が豊富である。

②漁場は，外海で波が高く，潮流も速いため，

素潜りを行うのが困難である。

③素潜りを行える深度での捕獲量が少なく，生

計が立たない。

などが主な理由である。

ヘルメット潜水は北海道一円での「ウニ漁」や

山口県吉敷郡の秋穂，宇部市周辺での「ウチムラ

サキ漁」，佐賀県有明海沿岸での「ウミクケおよび

クイラギ漁」などで盛んに行われている。このほ

かフーカー潜水は伊豆下田周辺での「天草採り」

や沖縄県一円での「もずく採り」で盛んに行われ

ている。特に伊豆下田周辺では水深4~5mで，

＊「海女」によるフーカー潜水が盛んである。一方，

漁業以外の目的では，素潜りはほとんどなく，そ

の多くが器械潜水である。特にスクーバは，普及

率の高まりや取扱いの簡便化などの理由により，

最も多く使われている。現在，漁協関連でのスク

ーバの普及率は決して高いとはいえないが，今後

は，養殖漁業の発展に伴い，稚魚の成育調査やこ

ラド
ス
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潜水漁業

潜水時の服装

潜水漁業以外

ドライ
スーツ
9.9% 

漁業とその他の業務における潜水時の服装の

相違

れらに関するメンテナンスなどの目的で，さらに

普及することが予測される。このほか，潜水法に

より，性別や年齢層にも明らかな相違があること

が確認された。スクーバやヘルメット潜水は男子

のみが行っており，年齢層も素潜りに比べ，明ら

かに低くなっている。

(6)潜水時の服装

ウエットスーツの普及に伴い，多くの漁協でこ

れが使用されている。潜水漁業におけるウエット

スーツの普及率は77.3％に及んでいる（図7)。こ

れを使用する第一の目的は保温を維持することで

あり，その有効性は極めて高いことが知られてい

る。また，沖縄県一帯や小笠原諸島父島などの南

国でも多く使用されている。これらの地域では，

保温のみならず，岩礁でのケガや有棘類の毒性な

どから身を護るための保護服として使用されてい

る。 ドライスーツはヘルメット潜水で使用されて

いるほかこれとは異なる種のものが，寒冷地やそ

の他の地域での冬期のスクーバ潜水などで多く用
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いられている。このほか，シャツ類やさらしなど

を使用している漁協が3.3％ある。千葉県房総半島

の白浜町では，全員が揃いのTシャツを着用し，

保温や保護以外に「密漁者」の防止に役立たせて

いる。このように潜水漁業者の93.3％が何らかの

衣服を纏い，保温や保護に対する策を構じている。

しかし，これに反し，今なお6.7％の漁協では，資

源保護の面からこれらの使用が許可されず，未だ，

「裸もぐり」を行っている。（但し，これらの地区

でも，女子はすべて肌着のような衣類を着けてい

る。）「裸もぐり」が資源保護に対し，有効か否か

については贅否両論あるようだが，少なくとも，

これらの衣服を導入する漁協が増えていることは

事実である。特に後継者問題に頭を痛めている地

域では，昔ながらの「裸もぐり」を若者が受け入

れるか否かも大きな関心事であろう。また，高齢

者の多いこの社会において，彼らの健康管理面か

らみても，ウエットスーツ等の使用が，さらに増

加することが予測される。潜水漁業以外では，す

べてウニットスーツやドライスーツが使用されて

いる。

まとめ

今回の調査の目的は沿岸漁協における今日の潜

水漁業の実態を明らかにすることであった。本調

査では，まず，より多くの情報を得るために，ア

ンケート調査票の回収率を高めることに努めた。

そのため， 1年余にわたり，たび重なるアンケー

ト調査を行った結果，高回収率を得ることができ

た。さらに得られた資料の不明瞭な点についてほ，

確認を行い，資料の信頼性を高めるようにした。

また，一部の地域については現地調査を実施し，

再度確認を行った。その結果，潜水漁業者の分布，

人数，男女の割合，年齢分布などがおおむね明ら

かとなった。また，本調査に荼づいて実施した確

認調査や現地調査では，潜水漁業における現在お

よび今後の問題点についての情報を入手した。こ

のうち各漁協で，特に共通した重要課題は「資源

保議護「密漁防止」「後継者育成」に対する対策で

あると思えた。これらの課題の重要性はそれぞれ

の漁協により異なるが，多くの場合，独自に又は

地域毎の協議により対策を構じているようであ

る。例えば「資源保護対策」では，養殖漁業の推

進，捕獲期間及び時間の厳守など，また「密漁防

止対策」では，パトロールの励行などにより，そ

れぞれ，ある程度の成果を上げているようだ。こ

れに対し，「海女」が多く存在する地域では「後継

者育成対策」が難題と思われ，本調査の男女別の

年齢分布に示された結果からも，その実態が裏付

けられた。
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※海女についての一般的な定義は，潜水漁業を行う女

子で，“潜水中の呼吸のための器具を使わない，すべ

て素潜りである8)” とか “professionalwomen skin 

divers9)＂などである。下田周辺でも素潜りを行う正

鎮正銘の「海女」が多数存在するが，フーカー潜水

を行っている者との区別は特になく，女子の潜水漁

業者はすべて「海女」と呼ばれる。これに対し男子

では，素潜りを行う者を「海士」「潜り」「男あま」

などと呼び，器械潜水を行う者は「ダイバー」「潜り」

などと呼ばれる。


